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超高感度ハイビジョンカメラによる流星雨観測

High Definition TV Observations of Meteor Shower
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　　我々は，１９９８年ジャコビニ流星群，１９９９，２００１，２００２年しし座流星雨の観測を超高感度

ハイビジョンカメラ（ＩＩ－ＨＤＴＶ）で行い，撮像や分光データを膨大に取得してきた．９８，９９年は，ＮＨ

Ｋが開発したＩＩ－ＨＤＴＶを使用し，０１，０２年は，我々が独自開発した紫外－可視域をカバーするＩＩ－Ｈ

ＤＴＶを使用した．観測は，撮像と分光を行っており，ＨＤＴＶを使った観測は，流星科学や電離圏現象に関して

様々な新しい知見を

もたらした．

　超高感度ハイビジョンテレビカメラ（ＨＤＴＶ）は，大口径のイメージ・インテンシファイアーと，２００

万画素で１インチサイズのＦＩＴ－ＣＣＤカメラ（ＳＯＮＹ　ＸＣＨ－１１２５）の組み合わせで構成される．Ｈ

ＤＴＶは，通常のテレビが３：４の画面サイズなのに対し，９：１６のワイドな画面サイズを持ち，走査線は通常

のテレビの５２５本の約２倍の１０８０本，水平解像度が約３倍，ダイナミックレンジが１０ビット（通常ビデオ

の８ビット）という高精細な画像が最大の特徴である．すなわち通常のデジタルビデオに比べ，約６倍の画質と４

倍のダイナミックレンジを持つことになる．１９９９年に使用したハイビジョンカメラは，マイクロチャンネルプ

レートを２枚有する光電子増倍管（Ｉ.Ｉ.）を装備したＨＤＴＶで，ＮＨＫが開発したものである．このシステム

では，１／３０秒のビデオレートで１１等級（V 等級）の恒星（ｆ=５８ｍｍ／Ｆ１．２レンズ使用時）までの撮

像観測が可能であった．

　一方，我々が開発したＨＤＴＶは，波長２５０－約１０００ｎｍを透過し，２５０－４５０ｎｍに最適化さ

れた焦点距離３０ｍｍ／Ｆ１．２のレンズを独自に開発し，波長２００－８００ｎｍに感度を持つ I.I.と，ＨＤ

ＴＶを組み合わせた紫外・可視超高感度ハイビジョンシステムである．このハイビジョンシステムの対物部に，新

たに製作した反射型回折格子分光器を装着した分光システムも完成させ，現在ほとんど行われていない，紫外線領

域の流星発光物質探査が可能となった．

　我々が世界に先駆けて開発してきた科学研究用ＨＤＴＶ観測と解析システムは今後，突発天体現象等の次世

代の広視野モニタ観測といった流星以外の天文観測への応用や，スプライトやエルブスなどの未解明の電離圏現象

モニタ，高品質な公表普及用の星座映像作成などへの拡張性も考えられる．また，高い空間分解能と深い映像情報，

デジタル記録という性質から，本システムは航空機や高山だけでなく，低軌道ステーションからの流星・デブリ光

学観測の標準手法となり，将来は大型宇宙機や放出物の大気突入時の監視・警報システムに応用することが期待で

きる．

　本講演では、天体観測用ＨＤＴＶ撮影技術とＨＤＴＶ画像解析について、驚愕の映像と具体的な科学成果を

交えて紹介したい。

※　ＨＤＴＶを使った流星の紫外－可視観測システムと科学的成果に関しては、「惑星科学セッション」海老塚

昇らの講演を参照。

※　紫外線レンズを使った観測成果に関しては、「惑星科学セッション」平松正顕らの講演を参照。


